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目目的的  

本研究では、大学生テニス選手のグラウンドスト

ロークを対象に、どのようにスイングし、ボールを

インパクトしているのか、その際の打球スピードや

回転数はどうであったか、インパクト時のスイング

ワークと打球の質の関係を明らかにすることを目

的とした。 

方方法法  

被験者は大学生テニス選手8名（男子5名、女子

3 名）とし、ボール出し機から出されるボールを打

球するヒッティングテストを実施した。フォアハン

ドおよびバックハンドについて、トップスピンとス

ライス2種類の打法で各試技2分間打球した（23〜

30 球）。モーションキャプチャシステム（500〜

1000fps）によりスイングワークに関する各パラメ

ータを、トラックマンテニスレーダー(Trackman 

Inc.、 Denmark)を用いて、打球スピード、回転数を

計測した。インパクトスポットはハイスピードカメ

ラで撮影した映像から同定した。 

結結果果おおよよびび考考察察  

バックハンドと比較すると、フォアハンド・トッ

プスピンは打球スピードが高く、回転数も多い結果

となった。スイングワークの違いにより、フォアと

バックで打球の質に違いが現れると考えられた。ス

ライスショットにおいても、フォアハンドはラケッ

ト面を「開いて」、バックハンドはラケット面を「か

ぶせて」ダウンスイングするといったスイングワー

クの違いがみられた（図1）。 

図図11：：各各分分析析項項目目のの結結果果にに基基づづくくイインンパパククトトににおおけけるる

ススイインンググワワーーククののイイメメーージジ  

表1にフォアハンド・トップスピンにおける各分

析項目の結果を示した。グリップの薄い選手はラケ

ットの面角度が90°に近くなり、スイング軌道も角

度が小さい傾向にあることから、ラケット面の真ん

中でインパクトできると考えられた。また、各項目

のバラつきが小さい選手はインパクトスポットの

バラつきも小さい傾向にあった。 

表表11：：フフォォアアハハンンドド・・トトッッププススピピンンににおおけけるる各各分分析析項項

目目のの結結果果  

ままととめめ  

打球の質に加え、インパクト時のスイングワーク

に着目することで、ストローク技術をより詳細に評

価できると考えられる． 

図図22：：選選手手FF（（上上））とと選選手手HH（（下下））ににおおけけるるフフォォアアハハンン

ドド・・トトッッププススピピンンののイインンパパククトトススポポッットト  

注注  

本報告は第6回日本スポーツパフォーマンス学会

大会において発表された「テニスの上級者はどのよ

うにスイングしインパクトしているのか？―大学

生テニス選手のグラウンドストロークにおけるス

イングスピード・ラケット面角度・スイング軌道お

よびインパクトスポットに着目して―（村上ほか）」

の内容を再構成したものである。
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